
鳥取県と鳥取市は湖山池の水質浄化と称し
て2012年3月12日に湖山川の水門を開放し
た，これにより，湖山池はこの湖がこれまで一
度も経験したことのない高濃度の塩分にさら
され，生物相は激変し，鳥取県希少野生動植
物の保護に関する条例によって鳥取県特定
希少野生動植物に指定されているカラスガイ
は絶滅寸前となっている。湖山池からカラス
ガイが絶滅するということは，鳥取県から古く
から在来の動物が1種絶滅するということを意
味する。これが現実になれば，鳥取県は地方
自治体がおこなった事業で地元の貴重な野
生生物を絶滅させた全国初の自治体となる。
　この事業は，環境影響評価法（1999），鳥取
県環境影響評価条例（1999），鳥取県希少野
生動植物の保護に関する条例（2001），生物
多様性基本法（2008）に対する明白な違反で
ある。

鳥取市湖山池の髙塩分化事業の生物多様性保全・希少野生
動植物保護における問題点　　　　　　　○鶴崎展巨　(鳥取大・地域・生物)
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1983年に湖山川が日本海に直結したため水門を開放すると
湖山池には400年以上未経験の高濃度の塩分が流入する。
この事業を「汽水域の再生」だというのは誤りである。

←
水門開放以前（上）と水
門開放後の湖山池のヨ
シ原の変化
藤島弘純博士提供

どちらも湖山池北西の三津付近
から撮影した写真.
手前右のヨシ原が消失している。
岸辺の岩盤も右に後退している
ように見えるのは水位が上昇し
ているためと思われる。

鳥取県は事業パンフレットで，東郷湖のほうが生態系が豊
か，湖山池の生物多様性は減少していると記しているが，こ
れは事実無根である。生息記録種数はどの動物群でも湖山池
のほうがはるかに多いのである。湖山池の水生動物の多くは
淡水性で，海水の1/10~1/4の塩分では生きられない。鳥取
県の生物多様性保全における重大問題である。

湖山池には約20種の鳥取県レッドリスト掲載種（野鳥類を含
めると54種）が生息しているが，鳥取県は事業決定前にこれ
らのリストももっていなかった。
リストは私たちが担当課に水門開放前に渡したが，それも無
視して水門を開放し，淡水性動物を湖山池から絶滅させた。

カラスガイをはじめとするイシガイ類は幼生がヨシノボリ
類などの淡水魚に寄生するため，移植がもっとも困難な動
物群である。しかも塩分には非常に弱い。
鳥取県が考えた長柄川への移植ではカラスガイを保全でき
ないことが明白であり，相談を受けた鶴崎や貝類の専門家
である谷岡浩氏がそれでは保全ができないと再三意見した
にもかかわらず，県はこれを無視して強行し，湖山池内か
ら本種を絶滅させた。現在，湖山池南岸に1カ所残存池が
見つかっているがきわめて危険な状態である。

左に示す貝類で汽水でも生
息可能なのはヤマトシジミ
のみである。湖山池のヤマ
トシジミは頻繁な移植放流
で強度に遺伝子汚染を受け
ており，保護には値しな
い。

湖山池には5種ものイシガイ
類が生息するきわめて貴重
な生態系であったが，保全
になんの検討もされず，こ
れが壊滅させられた。鳥取
県と徒鳥取市の責任はきわ
めて重大である。

22個体を長柄川河口
などに移植


